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第１章 策定の背景・趣旨 

１－１ 策定の背景 

野洲市（以下「本市」と言います。）は、琵琶湖や三上山をはじめとする豊かな自然

環境、国宝を有する御上神社や兵主大社、永原御殿跡、銅鐸博物館などの歴史・文

化資源に恵まれています。また、三上山登山やカヌー、SUP といった湖上アクティビ

ティなど、自然を活かした体験型観光も楽しむことができるなど、多様な魅力を有して

います。 

さらに、JR野洲駅は新快速が停車し、一部列車の始発・終着駅でもあることから、

京阪神や中京圏からの交通アクセスに優れています。このような立地条件は、本市

の観光振興を進める上で大きな強みとなっています。  

こうした本市の自然、歴史、文化等を生かした観光振興を図ることを目的に、第２

次野洲市観光振興指針（令和４年度から令和８年度）を策定し、観光振興に取り組ん

できました。 

一方で、本市の観光資源は市内各地に点在しており、観光案内拠点や二次交通

の整備が十分ではないことから、観光客が市内を周遊しにくい状況にあり、また、宿

泊施設が少なく、滞在時間や観光消費額の拡大につながりにくいことも課題となって

います。 

また近年の状況としては、コロナ禍の影響から観光需要が回復するとともに、旅行

者のニーズは「団体旅行」から「個人旅行」、「見る観光」から「体験する観光」へと変

化しています。具体的には、旅行会社が企画する団体ツアーに参加するのではなく、

家族や友人などの少人数で自由に旅行を楽しむスタイルが増加しています。また、有

名な観光地を巡ることを主な目的とした旅行だけでなく、キャンプや登山などのアクテ

ィビティや地域ならではの体験を目的とした旅行への関心が高まっています。 
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こうした変化の背景には、デジタル技術の進展があると考えられ、観光事業者によ

る SNSやウェブサイトを活用した情報発信の充実に加え、オンライン予約システムの

普及や多言語対応の進展により、旅行者は必要な情報を容易に入手し、自ら旅行を

計画・予約できる環境が整いつつあります。また、現地においてもデジタルサービス

の活用が進み、個人旅行者が快適に観光を楽しめる環境が充実しています。 

さらに今後は、令和８年度から令和 10年度にかけて開催される滋賀デスティネー

ションキャンペーン（以下、「滋賀ＤＣ」と言います。）※１、令和 10年度に予定されてい

る県立高等専門学校※２の開校や MIZBEステーション※３の整備などが控えており、

本市を取り巻く環境は大きな転換期を迎えます。 

こうした機会を最大限に活かし、地域経済の活性化や交流人口の拡大につなげる

ためには、本市ならではの魅力を磨き上げるとともに、地域・事業者・行政が一体とな

った観光地域づくりを進めていくことが重要です。 

このような背景を踏まえ、本市の観光振興を総合的かつ計画的に推進するため、「第

３次野洲市観光振興指針（以下、「第３次指針」と言います。）」を策定します。 

※１ 滋賀ＤＣ 

…JR6社と自治体・観光事業者等が連携して行う国内最大級の大型観光キャンペーン 

※２ 県立高等専門学校 

…実践的・創造的技術者を育てることを目的とした高等教育機関 

コロナ禍の影響を除いても、パック旅行費が伸び悩んでいる結果から、旅行者の意向が団体旅行

から個人旅行へ、パック旅行から個別旅行に変化していると推察される 

（経済産業省大臣官房調査統計より） 
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※３ MIZBEステーション 

…災害時に水防活動及び救助活動を行うための拠点となるだけでなく、平常時には地域活性

化や賑わいの創出が期待される河川防災ステーション 

 

１－２ 第３次指針策定の目的 

第３次指針は、市の歴史、文化、自然等地域の個性や資源を生かした観光振興を

図ることを目的とするとともに、市民、観光関連事業者、関係団体、企業、行政等が

連携して観光振興に取り組むために、基本的な考え方を共有し、目指すべき方向を

示すためのものです。本市をどのような観光地域にしていきたいのかという「指針」を

みんなで共有することにより、多様な取組も一体感のあるものとなり、観光振興の推

進力が高まるものと考えています。 

また、滋賀ＤＣを契機として、市内への誘客を促進するとともに、観光客が市内を巡

り、地域で消費し、「また訪れたい」と感じてもらえる魅力ある観光地を目指します。 

第３次指針では、「交流人口の拡大」だけでなく、「地域経済の活性化」「地域ブラン

ドの向上」「市民の地域への愛着や誇りの醸成」を観光振興の重要な目的として位置

付けます。 

 

１－３ 指針の位置付け 

本市の最上位計画である第２次野洲市総合計画（令和３年度から令和 12年度）で

は、観光に関する分野における施策で「地域資源を生かした観光の振興」を掲げ、

「観光情報の収集・発信の充実」、「観光資源の磨き上げと環境整備」、「観光振興の

あり方と検討と地域資源の活用促進」の３つの取組方針が定められています。第３次

指針では、これらと整合を図りながら、また関連する各種計画との整合も図りながら、

本市の観光振興に関する施策を総合的かつ計画的に推進するための個別計画とし

て位置付けます。 

また、国や滋賀県の観光施策との連携を図りながら推進します。 
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図：野洲市観光振興指針の位置づけ 

 

１－４ 計画期間 

第３次指針の計画期間は、令和９年度から令和 13年度までの５年間としますが、

計画期間中においても、観光を取り巻く社会情勢や旅行者ニーズの変化、国や県の

観光施策の動向、新たな観光資源の活用状況などを踏まえ、必要に応じて施策の見

直しを行います。 

 

 

行政 
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第２章 本市の観光振興における現状と課題 

２－１ 観光を取り巻く社会情勢 

近年の観光を取り巻く社会情勢は、1-1策定の背景でも述べたように、コロナ禍の

影響により大きく落ち込んだ観光需要は回復傾向にあり、国内旅行者数や訪日外国

人旅行者数は増加しています。そうしたなか、旅行者のニーズは、「団体旅行」から

「個人旅行」、「モノ消費」から「コト消費」へと変化し、地域ならではの自然や歴史・文

化、食、体験などを楽しむ観光が求められています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、SNSや動画配信サービスなどの普及により、旅行先を選ぶ際にはインター

ネットによる情報収集が一般的となり、魅力的な情報発信の重要性が高まっていま

す。さらに、クレジットカードだけでなくスマホ等で支払えるキャッシュレス決済や多言

語対応など、旅行者の利便性向上に向けた受入環境の整備も求められています。 

本市においても、このような社会情勢や旅行者ニーズの変化を踏まえ、地域資源

を活かした魅力づくりや受入環境の充実、情報発信の強化などに取り組む必要があ

ります。 
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２－２ 本市の観光資源 

本市は、豊かな自然、歴史・文化資源、体験型観光資源など、多様な観光資源を

有しています。以下、例示します。 

（１）自然・アウトドア資源 

本市のシンボルである三上山は、「近江富士」とも呼ばれ、市内外から多くの登山者

が訪れています。また、琵琶湖岸では、水上スポーツや SUP、カヌーなどのアクティビ

ティが楽しめるほか、湖岸ではキャンプやサイクリングなども楽しむことができます。 

こうした豊かな自然環境は、本市を代表する観光資源であり、今後も魅力向上を図

っていくことが重要です。 

 

 

 

 

 

（２）歴史・文化資源 

国宝本殿を有する御上神社、紅葉の名所としても知られる兵主大社の他、永原御

殿跡、銅鐸博物館など、本市には歴史や文化を感じられる資源が数多くあります。 

また、弥生の森歴史公園では、勾玉づくりなどの体験学習も行われており、歴史に

触れながら学ぶことのできる施設として活用されています。 
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（３）体験型観光 

近年は、いちご狩りなどの農業体験や、琵琶湖での水上アクティビティなど、体験

型観光へのニーズが高まっています。 

こうしたニーズに応えるためにも、自然や農業、歴史文化を活かした体験型コンテ

ンツの充実を図ることが求められています。 

 

 

 

 

 

（４）交通アクセス 

JR野洲駅は新快速が停車し、一部列車の始発・終着駅となっていることから、京

都、大阪方面からのアクセスに優れています。 

この交通利便性は、本市の大きな強みであり、こうした特性を生かし、またＪＲ野洲

駅北側に広がる広大な電車基地※４があることから、これを観光資源の一つとして活

用した観光振興についても、検討していく必要があります。 

※４ 正式名称：網干総合車両所宮原支所野洲派出所 
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２－３ 第２次野洲市観光振興指針の総括 

令和４年度から令和８年度までを計画期間とする「第２次野洲市観光振興指針（以

下、「第２次指針」と言います。）」では、「地域資源を活かした魅力ある観光地づくり」

を基本理念として観光資源の活用、情報発信、観光イベントの開催、観光関連団体と

の連携などを重点事業として取り組んできました。 

重点事業については、おおむね計画どおりに実施され、各種イベントの開催や観

光 PRの実施などにより、一定の成果を上げることができました。（第６章の資料編を

参照） 

また、コロナ禍の影響から観光需要が回復したことや、令和３年に市内に新たな施

設の開業もあり、観光入込客数を指標にした目標値は大きく上回る結果となりました。 

 

 

 

 

 

 

しかしながら、その目標値達成にあたっては、一部の施設に観光客が集中する傾

向が見られるなど、市内全域への周遊や観光消費の拡大には十分につながっていな

い状況です。 

また、観光振興を支える推進体制については、市民や観光関連事業者、観光物産

協会、ボランティア観光ガイド協会などとの連携を進めてきたものの、それぞれの強

みを十分に活かした役割分担や協働体制の構築までには至っていません。 

さらに、庁内各部署との横断的な連携や、滋賀県、湖南地域観光振興協議会※５、

公益社団法人びわこビジターズビューロー※６などとの関係機関との広域連携につい

ても一定の成果は見られるものの、誘客や観光消費の拡大といった具体的な成果と

して十分に表れているとは言えない状況です。 
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このことから、第３次指針では、観光入込客数だけでなく、観光消費額や市内周遊、

観光満足度、再訪意向など、観光による地域への波及効果を重視した施策展開へ転

換するとともに、観光地域づくりを支える推進体制の強化を図る必要があります。 

※５ 湖南地域観光振興協議会 

…湖南地域４市（草津市・栗東市・守山市・野洲市）の観光担当課、観光物産協会（観光協会）・

商工会（商工会議所）で構成される広域の観光協議会。 

※６ 公益社団法人びわこビジターズビューロー 

…滋賀の観光と物産の振興および発展のために様々な事業を展開している法人。 

 

２－４ 本市の観光における SWOT分析 

 これまで述べてきた本市の観光の現状を踏まえた SWOT分析※７を行い、本市の観

光における強みや弱みなどについて、以下のように整理します。 

※７ SWOT分析 

…組織や地域の現状を内部環境である強み（Strengths）、弱み（Weaknesses）と、外部環境で

ある機会（Opportunities）、脅威（Threats）の 4要素に分類して整理する分析手法。 

（１）強み（Strength） 

本市は、三上山や琵琶湖などの自然環境、御上神社や兵主大社などの歴史・文化

資源、三上山登山や水上アクティビティなどの体験型観光資源など、多彩な魅力を有

しています。 

また、京都・大阪方面からの交通アクセスが良好であり、JR野洲駅が新快速停車

駅・始発終着駅であることも大きな強みです。 

（２）弱み（Weakness） 

一方で、市内には観光案内所や道の駅などの観光拠点がなく、観光客への情報

提供機能が十分ではありません。 

また、観光資源が点在しているにもかかわらず、公共交通による移動手段が限ら

れていることから、市内周遊が難しい状況です。 

さらに、宿泊施設が少ないことに加え、観光物産協会の体制や収益基盤の強化、

野洲ブランドの発信力向上なども課題となっています。 
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（３）機会（Opportunities） 

近年は、コロナ禍の影響から回復した観光需要を背景に、国内旅行や訪日外国人

旅行が増加しています。また、旅行者のニーズは、団体旅行から個人旅行へ、モノ消

費からコト消費へと変化しており、自然体験やアウトドア活動、地域文化や歴史に触

れる体験型観光への関心が高まっています。 

本市は、三上山や琵琶湖を活用したアウトドア体験、いちご狩りなどの農業体験、

勾玉づくりなどの歴史文化体験といった地域資源を有しており、こうした観光ニーズの

変化に対応できる可能性を有しています。 

また、SNSや動画配信サービスなどデジタル媒体の普及により、これまで十分に

知られていなかった地域資源についても効果的な情報発信が可能となっています。さ

らに、滋賀県全体として琵琶湖を活かした観光振興やサイクルツーリズムの推進が

進められており、広域観光ルートへの参画による誘客拡大も期待できます。 

（４）脅威（Threats） 

人口減少や少子高齢化の進行により、国内旅行市場の縮小が懸念されているな

かで、近隣市町との観光地間競争が激化しており、特色ある観光コンテンツの充実

や情報発信力の強化が求められています。 

加えて、観光産業全体において人手不足が深刻化しており、観光事業者や地域団

体の担い手確保が課題となっています。物価高騰や燃料価格の上昇は観光事業者

の経営に影響を及ぼすとともに、旅行者の消費行動にも影響を与える可能性があり

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※令和７年の「雇用動向調査」によると、宿泊・飲食サービスの業の離職率は 10.3％に達しており、全産業平均（6.5％）より

高い水準である。  （厚生労働省：令和７年 雇用動向調査結果の概要より） 

産業別入職率・離職率（令和７年） 
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さらに、近年は大規模災害や異常気象の頻発が懸念されており、琵琶湖や三上山

など自然資源を活用した観光は、気象条件による影響を受けやすい側面がありま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２－５ 今後の観光を取り巻く動向 

本市の観光振興を進める上では、今後予定されている事業や社会情勢の変化を

好機として捉える必要があります。 

（１）滋賀ＤＣ 

令和８年度から令和 10年度にかけて開催される滋賀ＤＣは、JRグループと自治

体等が連携して実施する国内最大級の観光キャンペーンです。 

本市においても、この機会を活かし、観光資源の磨き上げや情報発信等を強化す

るとともに、来訪者の再訪につながる魅力づくりを進めていく必要があります。 
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（２）県立高等専門学校の開校・MIZBEステーションの整備 

令和 10年度には県立高等専門学校の開校や MIZBEステーションの整備が予定

されています。 

これらの新たな施設は、市内外からの来訪者増加が期待されることから、観光や

地域イベントとの連携を図り、新たな交流人口の創出につなげていくことが求められ

ます。 

（３）大型イベントの検討・復活 

当時は、コロナ禍の影響や行財政改革推進プラン※８策定の影響により、令和８年

度まで大型イベントが休止となっていました。令和９年度以降には、こうしたイベントの

方向性について検討を進める予定です。 

大型イベントは交流人口の拡大だけでなく、市内周遊や地域消費を促進する重要

な機会であることから、観光資源と連携した魅力あるイベントの実施について検討を

進めていく必要があります。 

※８ 行財政改革推進プラン  

…厳しい財政状況から脱却し、将来に亘って持続可能な行財政運営を実現するため、令和４年

３月に策定した行財政改革の具体的な取組。 

 

２－６ 本市の観光における課題 

ここまで述べてきた観光を取り巻く社会情勢、第２次指針の総括、本市の観光にお

ける SWOT分析、今後の動向を踏まえ、本市の観光における課題は次のとおりで

す。 

課題１ 観光資源のさらなる磨き上げ 

既存の観光資源に新たな価値を加え、体験型コンテンツや地域ならではの魅力を

創出する必要があります。 

課題２ 情報発信の強化 

SNSや動画などを活用し、「野洲ならでは」の魅力を効果的に発信するとともに、

「鉄道のまち・野洲」「始発終着駅・野洲駅」といったキャッチコピーを打ち出し、特色を

活かしたブランド形成を進める必要があります。 
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課題３ 市内周遊の促進 

観光資源を結び付けるモデルコースや二次交通の充実、デジタルマップの活用な

どにより、市内周遊を促進する必要があります。 

課題４ 持続可能な推進体制の構築 

市民、事業者、観光ボランティア、行政など、多様な主体が役割を分担し、連携・協

働による持続可能な観光地域づくりを推進することが必要です。 

これらの課題を踏まえ、次の第３章では、第３次指針の基本的な考え方となる基本

理念、基本方針を示し、さらに重点戦略を示すことで、地域経済の活性化と交流人口

の拡大につながる観光振興の方向性を明らかにします。 
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第３章 第３次指針の基本的な考え方 

３－１ 基本理念 

地域が輝き、また訪れたくなる野洲へ 

～ 行き先は 野洲 ～ 

本市には、三上山や琵琶湖をはじめとする豊かな自然、御上神社や兵主大社など

の歴史・文化資源、農業体験や湖上アクティビティなど、地域ならではの魅力ある地

域資源が数多くあります。 

第３次指針では、これらの地域資源をさらに磨き上げるとともに、新快速が停車し、

交通アクセスに優れたＪＲ野洲駅があり、さらに電車基地もあることから、「行き先は

野洲」をキャッチコピーに「野洲だからこそ体験できる観光」の創出を目指します。 

また、観光は単なる交流人口の拡大ではなく、市民が地域に誇りを持ち、事業者、

関係団体、行政が一体となって地域を育てる取組であるとも言えます。 

そうしたことから、本市の観光振興は、「来てもらう観光」から「地域を巡り、地域で

消費し、また訪れたくなる観光」へと発展させ、地域経済の活性化と持続可能な観光

地域づくりを推進します。 

 

３－２ 基本方針 

基本理念を実現するため、次の４つの基本方針を掲げます。 

基本方針１  観光資源を磨き、野洲ならではの魅力を創出する 

基本方針２  野洲ブランドを確立し、戦略的な情報発信と誘客を進める 

基本方針３  市内周遊を目的とした二次交通の利用促進を図りつつ、  

滞在時間の延長による観光消費を促進する 

基本方針４  観光関連団体との連携・協働による持続可能な観光地域づく

りを進める 
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３－３ 基本方針に基づく重点戦略 

3-2で掲げた４つの基本方針に基づき、それらに対応する次の４つの重点戦略を

位置付け、重点的に取り組みます。 

重点戦略１ 野洲に来たくなる、体験したくなる観光ブランドの創出 

野洲駅を玄関口として、市内の多彩な観光資源を結び付け、幅広い世代が周遊し

たくなる観光ブランドの創出を進めます。三上山や琵琶湖の自然、歴史文化資源、農

業体験や湖上アクティビティ、電車基地を含む鉄道などの魅力を磨き上げ、野洲に来

たくなる、野洲で体験したくなる観光ブランドを創出します。 

重点戦略２ 「野洲ならでは」の観光資源の磨き上げと戦略的な情報発信 

本市の歴史・文化、自然、食、スポーツなどの多様な観光資源を掘り起こし、磨き

上げるとともに、これらを組み合わせた体験型・周遊型の観光コンテンツを創出しま

す。さらに、写真・動画等を活用し、ターゲットに応じた効果的な情報発信・プロモーシ

ョンを展開することで、「野洲ならでは」の観光ブランドの確立を目指します。 

重点戦略３ 滋賀ＤＣを契機とした観光誘客の推進 

滋賀ＤＣを本市の魅力を全国に発信する好機と捉え、観光資源の磨き上げや情報

発信を進めます。また、自然環境、歴史文化などを組み合わせた周遊観光を促進し、

滋賀ＤＣ終了後も継続的な誘客や再訪につながる観光の充実を図ります。 

重点戦略４ 多様な主体との連携による持続可能な観光地域づくり 

持続的な観光振興に向け、行政だけでなく、野洲市観光物産協会、観光関連事業

者、市民、地域団体、教育機関、交通事業者など、多様な主体との連携・協働を進め

ます。また、地域イベントとの連携や市民参加型の取組を通じて、地域の魅力を発信

する担い手を育てるとともに、広域連携やデータの活用などにより、将来にわたって

持続可能な観光地域づくりを進めます。 

 

 



令和 8 年 9 月 16 日 時点 

17 

３－４ 第３次指針の施策体系 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域が輝き、また訪れたくなる野洲へ 

～ 行き先は 野洲 ～ 
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第４章 基本方針と重点戦略 

４－１ 基本方針と重点戦略の詳細と主な取組について 

 第３章で掲げた４つの基本方針と重点戦略の詳細を示すとともに、それぞれに対応

する主な取組を示します。 

 

基本方針１                       

観光資源を磨き、野洲ならではの魅力を創出する 

本市には、三上山や琵琶湖が織りなす豊かな自然、御上神社や兵主大社をはじめ

とする歴史・文化資源、いちご狩りなどの農業体験、SUPやカヌーなどの湖上アクティ

ビティなど、多彩な観光資源があります。 

これらの地域資源をさらに磨き上げることで、本市の魅力向上につなげ、ひいては

湖岸の振興、歴史文化の継承などにもつなげていきます。さらに、車両基地を有する

特色を活かした新たな魅力も創出していきます。 

自然、歴史、文化、体験、鉄道といった野洲ならではの魅力を一体的にブランド化

し、訪れる人に選ばれる観光地を目指します。そして、市民が誇りを持てる地域づくり

を進めながら、「また訪れたい」と思っていただける、地域が輝く野洲の実現につなげ

本市ならではの魅力形成を進めます。 

☞主な取組 

（１）自然資源を活用した観光コンテンツの充実 

• 三上山を活用した登山・ハイキングの魅力発信 

• 琵琶湖を活用した水上アクティビティの推進 

• 湖岸や野洲川周辺を活用したアウトドア観光の推進 

• サイクルツーリズムの推進 
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（２）歴史・文化資源の魅力向上 

• 御上神社、兵主大社等の歴史資源の情報発信 

• 銅鐸博物館、弥生の森歴史公園等を活用した学習型観光の推進 

• 歴史文化を巡る観光ルートの造成 

（３）体験型観光の充実 

• 農業体験、収穫体験の充実 

• 勾玉づくり等の歴史体験の情報発信 

• 地域事業者と連携した体験メニューの造成 

（４）鉄道を新たな観光資源として活用 

• JR野洲駅の始発・終着機能を活用した情報発信 

• 鉄道資源を活かした観光企画の検討 

• 野洲駅を観光の玄関口として活用 

 

 

野洲に来たくなる、体験したくなる観光ブランドの創出 

本市が有する豊かな自然や歴史・文化資源、農業体験、湖上アクティビティなどの

多彩な観光資源を有機的に結び付け、野洲ならではの魅力として発信することで、来

訪意欲を高める観光ブランドの創出を図ります。 

また、車両基地を有する特色を活かした魅力も新たな観光資源として位置付け、既

存の観光資源と連携した誘客を進めます。 

野洲駅を観光の玄関口として市内周遊を促進するとともに、幅広い世代が楽しめ

る観光コンテンツの充実を図り、観光客の満足度向上と再訪につなげます。 

これらの取組を通じて、野洲の認知度向上と地域への愛着・誇りの醸成を図り、

「また訪れたい」と思われる魅力ある観光地づくりを推進します。 

 

重点戦略１ 
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☞主な取組 

• JR野洲駅を起点とした観光ルートの造成 

• 鉄道をテーマとした情報発信 

• 鉄道と歴史・自然を組み合わせた観光商品の検討 

• 野洲駅周辺の観光案内機能の充実 

 

基本方針２                       

野洲ブランドを確立し、戦略的な情報発信と誘客を

進める 

本市には魅力ある観光資源があるものの、「本市＝観光地」という認知度は十分と

は言えず、観光情報の発信力にも課題があります。 

そこで、ターゲットを明確化し、デジタル媒体を活用した効果的な情報発信を進め

ます。 

☞主な取組 

（１）滋賀ＤＣへの対応 

• 滋賀 DCを契機とした観光資源の磨き上げ 

• JR等との連携による情報発信 

• 滋賀 DC終了後の継続的な誘客 

（２）デジタルプロモーションの強化 

• SNSによる情報発信 

• 写真・動画コンテンツの充実 

• 若年層への情報発信 
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「野洲ならでは」の観光資源の磨き上げと戦略的な情報発信 

本市には、歴史・文化、自然、食、スポーツなど、多様な観光資源があります。一

方で、それぞれの資源が個別に認識されている面もあり、「野洲ならでは」の魅力とし

て十分に市外へ発信できていない状況があります。 

第３次指針では、こうした地域資源を改めて掘り起こし、磨き上げるとともに、複数

の資源を組み合わせた体験型・周遊型の観光コンテンツを創出します。また、観光資

源の魅力を写真や動画等のデジタルコンテンツとして分かりやすく発信し、ターゲット

に応じた広報・プロモーションを展開します。 

☞主な取組 

• 「野洲ならでは」の観光資源の発掘・磨き上げ 

• 写真・動画等を活用した観光プロモーションの強化 

• SNS・ホームページ等を活用したターゲット別の情報発信 

• JR等の交通事業者、観光事業者、メディア等と連携した情報発信 

 

基本方針３                       

市内周遊を目的とした二次交通利用促進を図りつつ、

滞在時間の延長による観光消費を促進する 

本市の観光資源は市内各地に点在しているうえ、観光客が複数の場所を巡る仕組

みが十分ではありません。 

また、宿泊施設が少なく、日帰り観光が中心となっていることから、飲食、買い物、

体験などによる観光消費の拡大が課題となっています。 

そこで、二次交通の利用促進を図ると共に、JR野洲駅を起点に観光資源をつなぐ

周遊ルートを形成し、観光客が市内を巡りながら楽しめる仕組みづくりを進めます。 

重点戦略２ 
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☞主な取組 

（１）観光周遊ルートの造成 

• 三上山・神社仏閣などの歴史文化施設を巡るモデルコース作成 

• 琵琶湖・アウトドアを活用した自然周遊コース作成 

• 滋賀 DC向け特別コースの造成 

（２）観光案内機能の充実 

• 滋賀ＤＣにおける JR野洲駅での観光情報発信の強化 

• デジタル観光マップの活用 

• 観光案内表示の充実 

（３）二次交通の導入及び利用促進 

• 観光施設を結ぶ移動手段の検討 

• レンタサイクル等の活用 

• 二次交通による周遊コースの設定 

 

滋賀ＤＣを契機とした観光誘客の推進 

令和８年度のプレキャンペーン、令和９年度の本キャンペーン、令和 10年度のアフ

ターキャンペーンとして実施される滋賀ＤＣは、本市の魅力を全国へ発信する絶好の

機会です。 

この機会を一過性のイベントとして終わらせることなく、本市の観光ブランドを確立

し、継続的な誘客につなげることが重要です。 

そのため、本市では滋賀 DC期間を第３次指針前半の重点期間として位置付け、

観光資源の磨き上げや情報発信を重点的に実施します。 

また、観光客が市内を周遊し、飲食や買い物、体験などを通じて地域経済へ波及

する観光を推進するとともに、「また野洲へ来たい」と感じてもらえる魅力づくりを進め

ます。 

重点戦略３ 
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☞主な取組 

• 自然環境・歴史文化を組み合わせた周遊コースの造成 

• 市内イベントとの連携 

• 全国への情報発信 

• 滋賀 DC後の再訪促進 

• 鉄道の撮影スポットの整備 

基本方針４                       

観光関連団体との連携・協働による持続可能な 

観光地域づくりを進める 

第２次指針では、市民、観光関連団体、行政等との連携を進めてきましたが、それ

ぞれの主体が持つ力を十分に活かした推進体制には至っていません。 

特に、野洲市観光物産協会については、観光振興の中心的役割を担う組織として

積極的な事業展開が求められます。 

そこで、野洲市観光物産協会をはじめ、多様な主体が役割を明確にしながら連携

する観光地域づくりを進めていきます。 

☞主な取組 

（１）地域・市民との協働 

• ボランティア観光ガイド協会との連携 

• 地域資源を活かした市民参加型事業 

• 市民による情報発信 

（２）庁内・広域連携の推進 

• 関係部署による横断的連携 

• 滋賀県との連携 

• 湖南地域観光振興協議会等との広域連携 

• 公益社団法人びわこビジターズビューローとの連携 
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多様な主体との連携による持続可能な観光地域づくり 

本市の観光振興を持続的に進めていくためには、行政だけでなく、野洲市観光物

産協会、観光関連事業者、市民、地域団体、教育機関、交通事業者など、多様な主

体がそれぞれの強みを活かしながら連携・協働することが重要です。 

また、これまでコロナ禍の影響や行財政改革推進プランにより休止していた大型イ

ベントについても、令和９年度以降の再開・展開を見据え、観光振興や地域活性化に

つながるイベントのあり方を検討します。地域イベントと観光施策を連携させること

で、市内外からの来訪者を呼び込み、交流人口の創出や地域経済への波及につな

げます。 

さらに、観光を地域全体で支える機運を醸成し、市民が地域の魅力を再発見すると

ともに、市民自身が本市の魅力を発信する担い手となる取組を進めます。 

こうした取組を通じて、多様な主体が継続的に関わることのできる観光地域づくり

の体制を構築し、将来にわたって持続可能な観光振興を推進します。 

☞主な取組 

•  多様な主体との連携強化  

•  観光を担う人材・担い手の育成  

•  市民参加型の観光事業の推進  

•  大型イベント・地域イベントとの連携  

•  広域観光連携の推進  

•  民間事業者・教育機関等と連携した観光コンテンツの造成  

•  データを活用した観光施策の検証・改善

 

 

 

 

重点戦略４ 
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４－２ 第３次指針における観光振興の推進イメージ 

第３次指針では、基本方針と重点戦略を取り組んでいくことで、以下のようなイメー

ジで観光振興を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この循環を生み出すことで、観光による地域経済の活性化と持続可能な観光地域

づくりを実現します。 

 

 

 

 

 

 

市民・事業者・行政が一体となって、「地域が輝き、また訪れたくなる野洲」を目指す 
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第５章 第３次指針の目標指標と推進体制 

５－１ 目標指標設定の考え方 

第３次指針では、第２次指針で掲げた観光入込客数のみを成果指標とするのでは

なく、観光による地域経済への波及効果や、来訪者の満足度、地域との関係性など

を総合的に把握することが重要と考えます。 

そのため、第３次指針では、「量」だけではなく「質」も重視し、以下の視点から目標

指標を設定します。 

• 観光客の増加（来訪者数） 

• 観光消費の拡大（地域経済への効果） 

• 観光客の満足度向上 

• 市内周遊の促進 

• 関係団体との連携強化 

• 観光地域づくりを担う体制強化 

これらの指標について、令和９年度以降は毎年度進捗状況を確認し、必要に応じ

て施策の改善を図ります。 

 

５－２ 目標指標（KPI） 

指標１ 観光入込客数 

指標設定の考え方 

本市を訪れる観光客数を把握し、観光振興による交流人口拡大の成果を測ります。

本指標は、基本方針及び重点戦略の１・２・３を推し量る指標として設定します。 

目標 

指標 現状値 目標値（令和 13年度） 

観光入込客数 2,544,000人 2,669,000人 

※具体的な数値については、令和７年度実績等を基準として設定します。（R7速報値） 

  令和３年以前の数値はコロナウイルス感染症の影響が大きく表れているため、それを除いた、令和

４年から令和７年の平均年間伸び率 1.008 を令和７年の数値へ各年乗じることにより設定します。 
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指標２ 観光消費額 

指標設定の考え方 

観光による経済効果を把握するため、来訪者数だけでなく、市内での消費拡大を

成果として評価します。本指標は、基本方針及び重点戦略の３を推し量る指標として

設定します。 

目標 

指標 現状値 目標値（令和 13年度） 

観光消費額 118億円 124億円 

※具体的な数値については、観光入込客数を基にした観光消費額とします。（R7速報値） 

  概算値になりますが、滋賀県全体の観光入込客数に対する野洲市の観光入込客数が占める割合

に応じて、滋賀県全体の観光消費額から野洲市の観光消費額を求めます。 

指標３ 観光客満足度 

指標設定の考え方 

「また訪れたい」と感じてもらえる観光地づくりを進めるため、来訪者の評価を把握し

ます。本指標は、基本方針及び重点戦略の１・２・３を推し量る指標として設定します。 

目標 

指標 現状値 目標値（令和 13年度） 

観光満足度 ― 100％ 

※具体的な数値については、イベントやツアー開催時アンケート調査で把握します。 

指標４ 情報発信数 

指標設定の考え方 

本市の魅力を多くの人へ伝えるには、伝わる情報を、また伝えたい層にどう伝える

かが重要であり、複数の情報発信媒体を利用した情報発信数を測ります。本指標

は、基本方針及び重点戦略の２を推し量る指標として設定します。 

目標 

指標 現状値 目標値（令和 13年度） 

情報発信数 29 50回以上 

※具体的な数値については、市広報・ホームページ、ＳＮＳを利用した情報発信数を

設定します。（R7：市広報５回、ホームページ４回、SNS20回） 
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指標５ 観光推進体制の強化 

指標設定の考え方 

持続可能な観光振興には、多様な主体が連携する体制づくりが不可欠であること

から、連携事業数を測ります。本指標は、基本方針及び重点戦略の４を推し量る指標

として設定します。 

目標 

指標 現状値 目標値（令和 13年度） 

観光関連団体との 

連携事業数 
― 増加を目指す 

※具体的な数値としては、イベント事業で観光関連団体と連携した数を設定します。 

 

５－３ 推進体制 
観光振興は、行政だけで進めるものではなく、市民、地域団体、観光関連事業者、

観光物産協会、ボランティア団体など、多様な主体がそれぞれの役割を担いながら

連携することが重要です。第３次指針では、各主体の役割を明確化し、「協働による

観光地域づくり」を推進します。 
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第６章 資料編 

６－１ 野洲市観光振興指針策定委員会委員 

※委員氏名は、委員区分毎の 50音順（敬称略）、所属機関等は就任時点。 

※委員区分は、１号委員：学識経験を有する者、２号委員：関係団体を代表する者、３号委

員：市の職員を示す。 

※委員氏名の前の◎印は委員長、○印は副委員長を示す。 

 

委員氏名 委員区分 所属機関等 

◎峯俊 智穂 １号委員 立命館大学 経済学部 

有田 高志 ２号委員 公益社団法人 びわこビジターズビューロー 

井口 幸惠 ２号委員 兵主大社 

川口 ひとみ ２号委員 野洲市観光物産協会 

〇木村 靖 ２号委員 野洲市商工会 

谷口 真奈美 ２号委員 株式会社 JTB ふるさと開発事業部 

早川 久登 ２号委員 野洲市ボランティア観光ガイド協会 

舟引 徹 ２号委員 西日本旅客鉄道株式会社 

馬渕 兼一 ２号委員 公益財団法人 滋賀県希望が丘文化公園 

吉川 文子 ２号委員 野洲市湖岸開発株式会社 

鷲田 七恵 ２号委員 一般社団法人 やす地域共生社会推進協会 

中塚 誠治 ３号委員 野洲市 環境経済部 
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６－２ 野洲市観光振興指針策定委員会開催等経過 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開催等 日程 概要 

第１回 令和８年６月 30日 

・委員長、副委員長の選出 

・現行（第２次）野洲市観光振興指針の総括について 

・次期（第３次）野洲市観光振興指針の骨子案について 

・今後のスケジュールについて 

第２回 令和８年 10月６日 ・第３次野洲市観光振興指針の素案について 

パブリック 

コメント 

令和８年 12月 23日 

～令和９年１月 13日 

・市ホームページへの掲載や各公共施設への設置

等により周知し、持参、郵送、ファクス、メールで意

見を募集 

第３回 令和９年２月９日 ・第３次野洲市観光振興指針の確定について 
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６－３ 第２次野洲市観光振興指針の重点事業の評価 

重点事業１ 野洲市ならではの体験型観光事業 

内容 取組 

1 野洲市は農業・漁業等の一次産業の充実と共に、三

上山や琵琶湖でのアウトドアや食、歴史・文化等、体

験型観光につながる野洲市ならではの観光素材を有

しています。人々の価値観がモノからコトに移りつつあ

る今、そしてコロナ禍の今だからこそ注目を浴びてい

る自然を生かした体験型観光を充実させます。 

・令和７年度からふるさと納税業務が

移管され、商工観光課から地域経済

振興課となった。 

・返礼品のラインナップをモノだけでな

く、コト消費につながるような返礼品開

発を行った。 

2 野洲市の観光目的の過半数を占める「スポーツ・レク

リエーション」分野との連携を通じた事業展開を検討し

ます。 

・希望が丘文化公園やマイアミ浜にお

いて、スポーツだけでなく、憩いの場と

なるよう観光ガイドマップで案内した。 

また、令和７年度に滋賀国スポ・障ス

ポ大会が開催され、市内施設に多く

の来場者を迎え入れた。 

3 農業との連携によるグリーンツーリズムや三上山登山

との連携によるスポーツツーリズム、ウェルネスツーリ

ズム、琵琶湖岸でのアウトドア体験や家棟川の自然を

楽しみながら環境の大切さを体感できる手こぎ船「家

棟川エコ遊覧船」との連携事業等、野洲市ならではの

体験型観光事業を展開します。 

・三上山登山フェスタを開催し、同時

に「おいで野洲マルシェ」を実施するこ

とで、三上山登山とグルメを組み合わ

せた秋のイベントとして展開した。 

・琵琶湖岸におけるアウトドア体験の

提供として、マイアミ浜や B&G 海洋セ

ンター等においてSUP体験といったウ

ォータースポーツが可能な環境を整

備・展開している。 

・家棟川エコ遊覧船については、2024

年度をもって事業を終了しており、現

在は実施していない。 

4 事業実施については、まずは市内の観光関連事業者

や一次産業（農業・漁業・林業等）事業者との協議を

行い、具体的な事業の計画と継続可能性（収益を得ら

れるしくみにより無理なく継続できる方法）の確認をと

りながら進めます。また、野洲市内の体験プログラム

を集約し情報発信できるよう検討します。 

・JA や青年農業者クラブ、まるかじり

協議会、すまいる市等との協議を行

い、各種事業等の実施につなげた。 

※評価：Ａ・・・取組や実績が十分であり、顕著な効果が得られた。 Ｂ・・・取組や実績があり、一定の効果はあった。  
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実績 効果 評価 

・マイアミ浜キャンプ場や関連施設、歴史民俗博文館等

の返礼品化を行った。 

・３月にはマイアミ浜でふるさと納税イベントを行い、宿

泊客から好評を得て、一定の反応があった。 

・マイアミ浜キャンプ場のリピータ

ーを中心に返礼品の活用が進

み、定着が進んだ。 

B 

・滋賀国スポ障スポ大会開催期間中において、選手、

大会関係者、観覧者合わせて 30,967 人が来訪されま

した。 

・希望が丘文化公園で行われた、なでしこサッカー、ク

ロカン、ラグビーの各大会や野洲市総合体育館で行わ

れた大相撲野洲場所において、ドウタクくんを出動さ

せ、野洲市の PR 活動に努めた。 

・野洲市総合体育館や平和堂

HATO スタジアムにおいて、観光

PR は行ったものの、改めて来訪

されているとは実感がない。 

・各種スポーツ大会に参加した

選手、スタッフや応援者に野洲

市の PR ができたものの誘客へ

の実感がない。 

B 

【エコ遊覧実績】 

・実績は観物も把握なし 

【登山フェス等の実績】 

 令和７年度：約 250 人（うち、登山した人は 150人） 

【B&G艇庫実績】 

 令和 4年度：1,864 人 

 令和 5年度：1,534 人 

 令和 6年度：1,612 人 

 令和 7年度：2,662 人 

【体験教室参加者数（SUP/カヌー）（マイアミ浜より）】 

 令和４年度：279人/ 5人 

 令和５年度：403人/ 0人 

 令和６年度：613人/ 6人 

 令和７年度：760人/20 人 

・周遊にはつながらなかったもの

の、一定数の参加者は確保でき

た。 

B 

【ひまわり迷路来場者数】 

 令和 4年度  13,488 人 

 令和 5年度   8,188 人 

 令和 6年度 約 8,000 人 

【おいで野洲まるかじり協議会主催・共催イベント参加人数】 

 令和４年度 約 5,000 人 

 令和５年度 約 7,000 人 

 令和６年度 約 11,000 人 

・ゆりかご水田のオーナー制度等 

・ひわまり迷路の開催、ゆりかご

水田での体験会等で市内外から

の誘客ができた。 

B 

Ｃ・・・取組や実績が乏しく、効果が得られたかは不明。 Ｄ・・・取組や実績が全く無く、効果も無い。 
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重点事業２ 野洲市のよいところ発見事業 

内容 取組 

1 小学校・中学校での野洲市を学べる体験事業

（観光関連）の充実を図ります。居住学区内だけ

でなく、学区外においても野洲市の良さを知るこ

とができる機会を提供します。 

・銅鐸博物館において、歴史を楽しみなが

ら学べる「弥生の森体験学習」を実施して

いる。 

・花緑公園における「山の子事業」や、しが

モックが実施する予約制の体験プログラム

を通じて、団体利用者に対する木育体験の

機会を提供している。 

2 観光提供者からの情報発信と共に、観光客から

の情報発信や SNS を利用したフォロー等、相互

による情報発信力の強化につながるような仕組

みづくりを検討します。（市内観光の最新情報の

提供方法として「QR コード」の活用を含めて検討

します。） 

・市内観光情報については、観光物産協会

の公式 Instagram で継続的に発信を行っ

た。さらに、ドウタクくんの公式 Instagram で

は、コメントを促す投稿など、フォロワーが

参加できる仕組みづくりに努めた。 

・市公式 LINE を活用した情報発信により、

イベント情報の周知拡大と参加者の増加に

つながった。 

・野洲市観光 PR キャラクターであるドウタ

クくんは、これまで各種イベント等への出演

を通じて、市の魅力発信に努めてきた。そ

の活動は３代目ドウタクくんへと受け継が

れ、現在も観光 PRや地域活性化に向けた

活動を展開している。 

3 野洲市のよいところを発見できる第一の窓口とし

て、観光案内所等の観光拠点の設置や観光物

産販売所の充実を見据えた取り組みを行いま

す。 

・野洲市観光物産協会が北部合同庁舎へ

移転し、観光情報発信業務を行った。 

・駅前整備の進展に伴い、構想の中で観光

拠点としての機能を担う施設等の在り方に

ついて検討を進めた。 

4 野洲市の貴重な財産である歴史・文化、行事等

を動画で紹介・記録し様々な場面で活用します。 

・野洲市の観光 PR のため、本館 1 階市民

課前及び別館 1階、図書館に設置したモニ

ターで観光 PR 動画を放映するとともに、観

光パンフレットを配架し、情報発信を行って

いる。 

5 野洲市観光PRキャラクター「ドウタクくん」や野洲

市観光大使との連携事業等により着目度を上

げ、様々な媒体を通じ「野洲市のよいところ」の効

果的な情報発信を図ります。 

・ドウタクくんの認知度向上を目的として、

各種イベントへ積極的に参加し、来場者に

対してドウタクくんカードの配布を実施し

た。また、新たなオリジナルグッズとして「び

わやすチャーム」を製作・販売した。さらに、

公式 Instagramを活用し、イベント情報や活

動内容等の広報・情報発信に努めた。 

※評価：Ａ・・・取組や実績が十分であり、顕著な効果が得られた。 Ｂ・・・取組や実績があり、一定の効果はあった。 



令和 8 年 9 月 16 日 時点 

34 

 

 

実績 効果 評価 

【弥生の森体験学習  参加人数（市内小学校参加者数）】 

 令和４年度：136人 

 令和５年度：80人 

 令和６年度：77人 

 令和７年度：86人 

【花緑公園  山の子事業 実績】 

 令和 6年度：2,443 人 

 令和 7年度：2,366 人 

【しがモック（学校団体の利用状況）】 

 月に８～10団体 

（内訳：保育園７割、養護学校２割 小学校１割（主に１・２年生） 

・小学校・中学校に向けた体験

学習の充実を図ることで、児

童・生徒の学びを深めるととも

に、地域の自然や文化への理

解を促進できた。 

B 

【観光物産協会 Instagram フォロワー数】 

 令和４年度：1,700 人 

 令和５年度：1,990 人 

 令和６年度：2,320 人 

 令和７年度：2,912 人 

【イルミネーション事業公式インスタ設立】 

 ０→193人 

【トップバナー設置】 

・市のホームページ上に、観光情報およびふるさと納税

に直接アクセスできるトップバナーを設置した。 

【ドウタクくん貸出件数】 

 令和４年度実績：21 件 

 令和５年度実績：10 件 

 令和６年度実績：11 件 

 令和７年度実績：36 件 

各種 SNS や市公式 LINE を活

用した情報発信により、観光情

報やイベント情報の周知拡大

につながった。また、ドウタクく

んによる継続的な PR活動を通

じて、市の魅力発信の強化と

観光振興の推進が一定図られ

た。 

B 

― 

・事業やイベント等への展開、

人員確保・体制に課題があり、

十分な活動が行われていると

は言えない。 

C 

【野洲市観光 PR 動画 YouTube 視聴回数（令和 4 年度作成）】 

 令和４年度： 591回 

 令和５年度：1,420 回 

 令和６年度：2,142 回 

 令和７年度：2,889 回  

・観光 PR 動画の放映やパンフ

レットの配架を通じて、野洲市

の観光資源への関心の喚起や

観光誘客への後押しにつなげ

た。 

B 

【ドウタクくん貸出件数】 

 令和４年度実績：21 件 

 令和５年度実績：10 件 

 令和６年度実績：11 件 

 令和７年度実績：36 件 

【ドウタクくん公式インスタグラム】 

 フォロワー数：0名→230 人 

【びわやすチャーム作成】 

 計 400個即完売 

・ドウタクくんを地域に愛される

キャラクターとして定着させるこ

とで、地域の魅力発信や認知

度向上につなげた。 

B 

Ｃ・・・取組や実績が乏しく、効果が得られたかは不明。 Ｄ・・・取組や実績が全く無く、効果も無い。 
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重点事業３ 湖と山をつなぐ観光周遊促進事業 

内容 取組 

1 徒歩での視点 

・三上山登山者等のニーズ把握をしたうえで、野洲

市内の立ち寄りスポットを紹介します。また BIWA-

TEKU(ビワテク)アプリの活用等で楽しみながら健康

づくりを継続できるしくみを検討します。 

・野洲市の歴史的資産であり、観光客からのニーズ

がある文化財や史跡、街道（中山道・朝鮮人街道）

等について、野洲市ボランティア観光ガイド協会のこ

れまでの活動実績と共に連携・協力のもと、活用促

進を図ります。 

・令和 4 年１月より、事業に参加、本格

運用開始され、当課はイベント時での

OR コード設置、窓口に設置など情報発

信に繋げた。 

・野洲市ボランティア観光ガイド協会に

よる自主企画おいで野洲ハイキングを

実施し、文化財や史跡、街道（中山道・

朝鮮人街道）等の魅力発信を行った。 

2 自転車サイクリストの視点 

・ビワイチ「サイクルツーリズム」および「ヤスイチ」で

の野洲市内のおすすめ立ち寄りスポットの設定やレ

ンタサイクル事業等の推進を検討します。 

・体調や気分に合わせて散歩程度にのんびりサイク

リングするポタリングの推進によって、市民の健康増

進にもつなげます。 

・ホームページでの周知は実施していた

ものの、体験ツアー等の具体的な事業

化や誘客施策への展開に至っておら

ず、情報発信が実利用・観光消費に結

び付いていない。 

・サイクリング、ツーリング、ドライブ、ウ

ォーキングなど、ビワイチや琵琶湖が好

きな人が集うビワイチミーティング

2025in 野洲をマイアミ浜で行った。 

3 市内連携・広域連携による周遊促進 

・琵琶湖岸の観光施設や滋賀県希望が丘文化公

園、滋賀県立近江富士花緑公園等の市内施設との

連携・協力、そして市外・県外施設との広域連携によ

り、野洲市内での立ち寄りスポットの情報発信や野

洲の観光物産販売等の協議を進めます。 

・立ち寄りスポットの設定については、各対象者のニ

ーズに合った設定をするとともに、お店利用特典等

により利用者増と経済効果が期待できる方法を検討

します。 

・広域連携においては、近隣市町、滋賀県、公益社

団法人びわこビジターズビューロー等との一層の協

調・連携強化を図ります。 

・広域連携においては、びわこビジター

ズビューロー主催のキャンペーン事業

に湖南地域観光振興協議会として参加

し、野洲の名産などを紹介し、野洲市を

ＰＲした。 

・湖南４市のスケールメリットを活かした

事業を展開し、当地域への観光客の誘

客促進と湖南４市を跨いだ周遊観光促

進を図った。 

※評価：Ａ・・・取組や実績が十分であり、顕著な効果が得られた。 Ｂ・・・取組や実績があり、一定の効果はあった。  
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実績 効果 評価 

【BIWA-TEKUアプリ登録者数（野洲市のみ）】 

 令和４年度：632人 

 令和５年度：794人 

 令和６年度：935人 

 令和７年度：1,068 人 

【ボランティア観光ガイド協会によるおいで野洲ハイキング実績回数】 

 令和４年度：5回 

 令和５年度：10回 

 令和６年度：11回 

 令和７年度：８回 

・健康づくり情報発信の強化

により、市内外への健康づく

り情報の周知促進につなげ

た。また、ガイド付きハイキン

グの実施により、文化財や史

跡等の地域資源の魅力発信

による誘客につなげた。 

B 

【サイクルマップ配布数】 

 ・4,000 部作成 

【ヤスイチサイクルフェス参加者数】 

 令和５年度 15人 

 令和６年度 25人 

・令和５年３月にヤスイチサイクルフェス 2023 を駅前広場

（A ブロック）にて実施した。（参加者数：約 3,500 人）また、

令和５年 11 月と令和６年３月にヤスイチサイクル体験ツア

ーを実施し、両日とも、サイクルマップに記載されているモ

デルコースを実走した。 

・野洲サイクリングマップを３つのイベントで配布し、自転車

利用時ならではのおすすめ立ち寄りスポットの紹介や健康

でエコなマイクロツーリズムの推進を図ることができた。 

・令和７年 9 月にはビワイチミーティング 2025in 野洲を実

施した。 （参加者数：約 330人） 

・野洲サイクリングマップの配

布は、幅広い年齢層に対し、

目的や体力に合った自転車

利用の促進が図れたが限定

的であった。 

C 

【湖観振事業「謎解きラリー」の実績】 

 令和 6年度実績：特産品応募    2,531 件 

             4 市クリア達成者 570人 

                 当選者         44人 

 令和 7年度実績：特産品応募     2,272 件 

                 4 市クリア達成者 524 人 

                 当選者           44 人 

・広域連携によるキャンペー

ン事業や周遊型謎解きイベン

トの実施により、野洲市の認

知度向上と湖南地域全体の

観光誘客の促進につなげた。 

B 

Ｃ・・・取組や実績が乏しく、効果が得られたかは不明。 Ｄ・・・取組や実績が全く無く、効果も無い。 

 

 



令和 8 年 9 月 16 日 時点 

37 

 

 

第３次野洲市観光振興指針 【素案】 

令和８年９月時点 
 

野洲市 環境経済部 地域経済振興課 

〒520-2395 滋賀県野洲市小篠原 2100番地１ 

電話 077-587-1121（代表） ファクス 077-587-3835 

Email keizai@city.yasu.lg.jp 


